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ove(『恋す る女たち』)で,戦いの対象 として取組 んでいる主題である。
この否定的要素は,『白孔雀』では 「白孔雀」の象徴 と結合 して考えられ
る。
ネザーミアの自然には肯定的要素 と否定的要素の二面性があると思わ




ふ さわ しい 「主人」が欠如 しているのである。小説の主題は 『白孔雀』
一冊を読んだだけではあいまいであるが,彼 の中期,後 期の作品を読ん
だ上で この小説を読むならぽ,ロ レンスが言わん とすることは明瞭であ
る。それは,最後 の小説であるLadyChatterley'sLover(『チャタレイ
夫人の恋人』)の主題に結びつ く。つ まり支配す る女性を退けて,男 性が
本来の強 く逞 しい男性に甦 り,現代では余 りにも人間を偏 らせてしまっ
た言葉が象徴す る精神世界から,感覚で結びつ く血と肉の世界への甦 り
の主題である。 もちろん,ロ レンスは感覚だけを重視 しているのではな
く,精神と肉体の均衡を主張 している。そして 『白孔雀』では,最 後の
小説に見られるような楽園回帰はなく,登場人物はそこから追放された
ままである。
本論ではネザ ー ミアの自然の象徴 と 「宿命の女」のテーマを関連づけ
て,自 然物が登場人物 といかに関わっているのかを考察 し,この小説が
後年のロレソスが辿 り着 く人間の有機的人生の回復 とい う主題の出発点
となっていることを論 じたい。
1.す す り泣 く森
ロレソスが 「王冠」などの評論でも書いているように,彼 の考 えでは
人生は光 と闇,生 と死 とい うように,相 反す る二つの要素が均衡を保っ
















だが,ネ ザ ー ミアの 自然 は美 しいばか りでは ない。 次に 自然 の醜(死)
の側面 につ いて述べ よ う。 『白孔雀』は三部 か ら成 ってい るが,第 一部 の
冒頭 か らネザ ー ミアの 自然 の持つ暗 さ,古 さ,不 活発 さが描写 され,第
一部 全体 を通 して血 な ま ぐさい死の支配 が感 じ取 れ る。第三部 で ネザー
ミアを去 って しま った シ リルが久 し振 りに ロン ドγか ら故郷 へ戻 って来
OO
た 時,ネ ザ ー ミアを歩 き回 った が,彼 は 自分力"stranger,""intruder"
だ と感 じる。 しか しすで に第 一部の冒頭 か ら,シ リルの一家 や ジ ョージ
の一 家 は,場 所 はネザ ー ミアに住んで いて も,気 持 の上で は ネザー ミア
か ら,つ ま り楽 園 としての 自然か らは追放 され て い るこ とがわ かるので
あ る。 エデ ソの 園か らア ダムとイブが追放 され て以 来,人 類 が ど うしよ
うもな く感 じて い る疎外感 とい うものを,ロ レソ スは冒頭 か ら書 いてい
る。だ か らこの 小説 は,ロ レンスが その後 死ぬ まで探 究す る楽 園への回
帰 とい う一 貫 した テーマの正に 出発点 なのであ り,彼 の い る位置 を よ く
示 してい る。
さて第 一部で,死 のテ ーマが いか に遍在 して い るかを見 てみ よ う。第
一章 の 「ネザ ー ミアの人 々」に おいて,冒 頭 のシ ー ンは この小説 のテ ー
マを暗示 す る。 ロ レソスの分身で あるシ リル は,ス トレ リー ・ミルの池
の魚 を見て物思 い に耽 ってい るが,そ の思い は影 を 帯 び,メ ラ ソコ リッ








う具合 であ る。 この暗 い静寂 に満 ちた場所 が シ リルを過去 への思 いに導
く。 彼 は,過 去 は若 くて元気盛 んであ り,今 は灰色 の魚 も昔 は銀 白色で
あ り,か つて は この谷 間 も生活 に活気 づ いていた と思 う。 この よ うに,
冒頭 の ネザ ー ミアの 自然 描写 は,後 に描かれ るい くつ かの人間 や動物 の
死 を暗示 してい る。更 に,第 一章 の 自然の ア ソ ビ・ミランスは,"Across
⑤
thefieldwherethehotsmshinestoodasinabow1,"とか,森 の中心
は甘美 さに満 ち てい るが,"Ijourneyedonspurredbytheattacksof
⑥
anarmyofflieswhichkeptupaguerrillawarfareroundmyhead,"
とい う,森 が人 間 を追 い出そ うとす る特 質を内包 す る表 現に も読 み取 れ
る。 シ リルの家 と接続 して庭 の よ うに広 が って い る森 は,こ うして人間
界の美 と醜の両 面 を含み,い わば文明 に侵 された森 なのであ る。
第二章 の`DanglingtheApple'(「見せ び らか し」)の 冒頭 で も森 の悲





そ してす ぐに,森 か ら恐怖のため に飛 び立つ たげ りの群 と,二 本の後
脚 を罠に かけ,傷 つ き血 まみれ にな った黒猫が描 かれ てい る。 ジ ョージ
は この黒猫 を苦 しみ か ら救 ってや るた めに水 に沈 めて殺 して しま う。 こ
うして死 が登場 す る。猫 が殺 され るのを見 た レテ ィの言 葉,"lsn'tit
cruel?isn'titawful?""Notyouinparticulareverything
⑧




第三章の 「夢売 り人」では,家 に続 く森の中で シリルの父親が悪夢に








こうして レテ ィは 「死」を属性として持っている。
第四章の 「父親」では,シ リルの父親の死が描かれている。 シ リルが
母 と父のいる教会へ向 う時出会った祭市の風景を見ている時,死 を告げ
る教会の鐘が聞 く人をおじけつかせるように鳴 り出す。 シ リルは教会の
鐘の音を無意識に数 えなが ら,祭市の騒 々しさを眺めている。生 と死の
交錯が巧みに捉 えられている。教会で父の死を確認 した後,シ リルが外
で見た太陽のまぶ しさ,小 さいひまわ りの黄色い輝 きへの意識 も悲 しみ
と喜び,生 と死の交錯を感 じ取 らせる。
第五章は 「血の匂い」 とい う血なまぐさい章題で,冒 頭でレティの森
の生活の残酷 さへの認識が描写 され,後でス トレ リー・ミルの人々といっ








野 うさぎ狩 りでは,平 気で うさぎを殺すジ ョージ,た め らうシリル,
その様子を見ている女たちの描写があ り,その後に,"deadpool"に飛
び込んだ り泳いだ りする邪悪な小鬼のよ うな野ねずみの描写がある。 こ
の野ねずみは文明の腐敗を思わせる。
第六章の 「ジ ョージの教育」では,野 うさぎが増加 してス トレリー ・
ミルがどんどん腐敗してい く。シ リルはメランコリックな物思いに耽る。
「夫に忘れ られた妻の眼のなかの記憶」のような青 い霧,追 憶の芳 しさ
をもつ西洋す もも,思 い出に満ちた食卓の話 し声など。またこの章でも
「死」が登場 して,地 主の羊を野犬がかみ殺してい くのでシ リルやエ ミ
リーも野犬を見つけるのに一役買 うが,エ ミリーは深手を負った野犬を
殺 し,ス カー トが血だらけになる。美しい野生の草花が咲いている石切
場には,野 犬の血 の染みが見出される。
第七章 と八章では,自 然の二面性 よりも,人 物の描写に精神と肉体,
男 と女の両極の対立問題が表われ,特 に りんごが象徴性を持 って描かれ
ている。
第九章の 「レテ ィが成年に達する」では,「死体」とか 「大地の裏切 り」













雪は 「白孔雀」の白の象徴 と結びついて,ロ レンスにおいては 「死」
の意味があるが,こ のことについては後に述べ る。
このように,第 一部の全章を通 じて 「死」が支配的であ り,ネザー ミ




II.白 き 「宿 命 の 女 」
これ まで ネザ ー ミアの 自然 の内包 す る生 と死 の両 面性 を考 えて きた
が,次 に登場人物 につ いて考 え,自 然 が小説 の主 題 とどの よ うに関わ っ
て いるかを考 えてみ よ う。
第 一部 で は,登 場 人 物 は ほ とん ど自然 か ら疎 外 され て い るが,た だ
ジ ョー ジだ けが 自然児 的 で 良 くも悪 くも動 物 の よ うな性質 を持 って い
る。 レテ ィは彼を 「私 の雄牛」 とよ く呼ぶ。 ジ ョージは猫を殺 した りう
さぎを殺 した りす る時,他 の人物 と違 って悲 しみ の感情 を抱 かない。全
く当然の こ との よ うに行 な うのであ るが,こ の こ とは彼 が はっき りとは
自意識 に 目覚 めて いない こ とを意 味 して い る。 レテ ィは ジ ョージに向 っ
て 「あなた って原始人.ノ」と叫ぶ。彼 は肉体的 に は とて も美 しく逞 し く,
レテ ィは彼 の体の美 しさに うっ と りとよ く見 とれ る。 ジ ョージは第一部
において はネザ ー ミアの 「美」 の側 面に属す る と言 って よい。
しか し自意 識 に満 ちた シ リルや レテ ィや エ ミ リーや レズ リーに囲まれ
ていて,ジ ョージー 人が いつ まで も無垢で はい られ ないので ある。特 に
死 を強 く意識 してい るレテ ィと,大 学 で学 んだ こ とをで きる限 りジ ョー
ジに教 え こも うとす るシ リルによ り,ジ ョー ジは半 ば眼 って いる 自意識






さて,「支配す る女性」の典型 としての レテ ィは第一部か ら示唆されて
いるが,第 二部のアナブルの女性観 と,第三部での結婚後のレティの様
子から,ア ナブルの嫌 う精神的な女性の象徴 としての孔雀は,レ ティを
指 していると考 えられる。
題名の「白孔雀」とい う言葉と孔雀 とい う鳥は,第 二部の第二章 になっ
て初めて出て くるが,ア ナブルの思い出話 と関連してであ り,特 に孔雀
が登場す るのはこの章のみであるので,こ の鳥の深い象徴性に注 目しな
い研究者 もいるが,こ の鳥は作品の主題そのものの象徴であると思われ
る。
















アナ ブルの前 妻 の レデ ィ ・ク リス タベル は,若 くて美 し くて逞 しい教





が,ロ レソスの代弁者 としてアナブルは女性の精神性を批判 している。
シ リルは 「墓地を尾を引 きずって歩 く孔雀に溢れて,国 中の教会はまも
⑭
な くこの教会のように腐 るで しょう」 と言 うが,キ リス ト教 と 「支配す
る女性」が関連づけられ,両 者を精神的なもの として、 ロレンスが一一生
戦ったテーマがすでにここにうかがわれる。第一部第一章の 「修道士の
所か ら逃げ去 った銀色の魚」 とい う表現にも,彼 のキ リス ト教への批判
を読み取れる。
レデ ィ・ク リスタベルの不毛 さは,彼 女が子供をほしが らないことで
象徴 されている。ク リスタベルとアナブルの関係では,ア ナブルは仕え
る男でクリスタベルは支配す る女であった。シ リルはアナブルの話を聞
いて,「白孔雀ですね」と言 うが,生 物学的に雌孔雀は白いという意味の
外に,こ の小説の 「白い色」には死の象徴,悲 劇性を読み取れる。一般
に 「白」は清純 とか潔白などの肯定的な意味を持つが,ロ レンスにおい













































「白い顔」,「白い胸 の輝 き」,「白い肩」,「孔 雀色 の華 麗 な青 色 の絹 の
輝 き」,「孔雀 の尾 の よ うなマ ン トに置 いた 白い手」 な どの表 現が 白色 と
孔雀 を結合 させて,レ テ ィの 「白孔雀 」的特質 を表 わ して いる。 彼女 の,
夫 レズ リとジ ョージへの態 度は,い か に も崇拝 者 に対 す る女王様 然 とし
てい る。
しか しすで に第一 部 か ら,レ テ ィの支配す る女性 としての特質 は表 わ
れて い る。 レズ リの嫌 いな 白いゼ ラニ ウムの花 を 洋服 に さ した り,白 い
ス ノー ドロップを摘み取 って ジ ョージに持 って きた り,シ リル は「レテ ィ
は 白い董 か」 と言 う。 ここで 「宿 命 の女」につ いて考 えてみ よ う。 芸術
の主題 に は古 くか ら存在 す る この テーマの例を挙 げれ ば,サ イ レー ン,
トロイの ヘ レン,ク レオパ トラ,グ エナ ビア,カ ル メン,サ ロメ,楊 貴
iI
姫,夏 姫など枚挙にいとまがない。 これらの女性 に共通す る特徴は,英
雄を死においやる性的魔力を備えていることである。英雄はその類 まれ
な力をもってして も,魔性の女の甘美な誘惑にあらが うことがで きず,
ついに焦がれ死ぬ。 これ らの女性は 「宿命の女」 と呼ばれ る。 このよう
な女性の一人としてギ リシア神話の中のアタラソタがい る。彼女は多勢
の英雄を死に追いやった後で,と うとうヒポメネスの りんごに魅かれ彼
との競争に負けて彼 と結婚 しなけれぽならなくなったが,ヴ ィーナスを
侮 ったために二人 ともライオンに変身させ られ るとい う不運を見る。
レティぽ以上に述べた 「宿命の女」の特徴を備えている。彼女はす ら
りとした美しいスタイルと豊かな髪,眠 り顔には少女のようなあ どけな
さをただよわせ る愛 らしい顔立ちをしていてどの男性をも魅 きつけずに
はおかないが,そ の心は 「死」を意識 しているので屈折 してお り,男性,
特にジ ョージのような無垢 な男性を見ると傷つ けてや りた くなるとい う





るので あ る。 そ して 自意識 が強 く,鏡 を見 るこ とが好 きであ る。 アナ ブ
ルは ク リスタベルの こ とを「シ ャ ロッ ト姫」と呼 んだが,鏡 を見 る レテ ィ
との対応 があ る。 実体 のない人生 を二 人 は生 きてい るのであ る。彼女 は
第一 部 の後半 か らだ んだん高慢 にな って い き,21歳 の誕 生 日には 「す ご
い支 配力 」 とマ リーを感嘆 させ る程,女 王 の よ うに なってい く。彼女 の
誕 生 日には雪 が 白 く降 り積 も り,シ リルは雪の光 景 に 「死」 を連想す る
が,い よい よ レテ ィが成年 に達 して妖女 として の特 性 を発揮 す るこ とを
暗示 して い るよ うだ。
レテ ィが魔性 を持 ってい るこ とは,ジ ョージは「や っとの ことで レテ ィ
の呪文 を破 って」とい う表現 や,「 レテ ィはバ ッカス神の巫 子の よ う」と
い う表 現 に表 わ れ ている。 また,有 名 なス ノー ドロ ップの摘 み取 りの場
⑰面
で,彼 女 は ス ノー ドロップを恐れ,"somethinginfate"と呼ぶが,
これは現代 人 の置 かれてい る知 に偏 った生 活状況 を指 す言葉 とい える。
また,レ テ ィは ジ ュノー(孔 雀 を愛 鳥 とす る)と 呼ばれた り,レ ズ リ
に 「君 は アタ ラン タだ」 と言わ れた り,19世紀 末 において 「宿 命の女」
の典型 とな った サ ロメと関連 づ け られ る。 ジ ョージは ビアズ レーの画集
の サ ロメを見て,「 僕は この線 を見 る とレテ ィが欲 し くな る」と言 う。彼
は この時 レテ ィに対 して欲情 を感 じてい るのであ り,彼 女 の性 的魔力を
述べ てい る。 また引用⑮ で も,レ テ ィは 「隠れた魔法 」を持 ち,自 分の
「女 らし さの素晴 らしい魔 力」 を認識 し,「神秘 的な指」 を持 ち,「誘惑
す る よ うな踊 り子 」 の動 きを した り,彼 女 の手は 「血 の中 に不 思議な言
葉 を ささや く」 よ うである、 な どの表 現か ら,彼 女 の妖 女的性格 が うか
が え る。 特 に 「誘 惑す るよ うな踊 り子」 は,ヘ ロデ王 の前で踊 ったサ ロ
メを思 わせ る。 レテ ィ以外 に も,『恋す る女た ち』のグ ッ ドル ー ソやハ ー
マイオ ニは 「宿命 の女」的 女性 と言 え る。
ジ ョージは レテ ィによって徐hに 自意 識 を 目覚め させ られ,ネ ザ ー ミ
アの 自然 か ら追 い 出され る宿 命 にあ る。 そ して ロ レンスが嫌 う物欲 に取
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りつ かれ るので あ る。 この過程 にお いて,レ テ ィは しぼ しぽ 「りん ご」
と関連 づけ られ てい る。 ジ ョージの 「レテ ィはイ ブの よ うに僕 に りん ご
を くれ た よ」 とい う言葉 は,ま さし くジ ョージが 自意識 を 目覚め させ ら
れた ことを象徴 して いる。 ロレンスに とって キ リス ト教 が オ プセ ッシ ョ
ソで あ った こ とを象徴す るよ うに,彼 は他 の作 品で もりん ごにつ いて し
ば しば言及 してい る。LadyChatterley'sLoverの中 で コニーがか な り傾









シ リルはエ ミリーを 「君は りんごの実のほうは無用で,好 きなのは永
遠の種だけなんだ」 と批判す るが,り んごの実 とは肉体を意味 し,種 は
魂を指 している。彼女の精神性と悲 しみを愛す る傾向を指 している。 し
かしシ リル自身がこの上なく精神的で,「頭の中で身体を燃焼 させ」,「い
らいらしてやせる」のである。
りんごを引用 して登場す る人物達の精神性がこのように批判 されてい
るが,レ テ ィに限 って言えぽ,彼 女は 「宿命の女」 という伝統的テーマ 喜
西に加えて





レズ リ,ジ ョー ジな どの,女 性 に支配 され る男性に対 して,森 番 の ア
ナ プル は,支 配 され る状態 か ら脱 し,現 在 の妻 との間 にはた くさんの子
供 が いる。二度 目の結婚 では彼 が支配す る側 にい るが決 して幸福 ではな
い。 彼 は,ヒ ステ リックな妻 と教 育の ない貧 にあ え ぐ子供達 を ほ った ら
か しに していて,「 良 き動物 たれ」とい う彼 の モ ットーには似 つかわ し く
ない生活 であ る。
一 方,ジ ョージ も レテ ィへの未練 を断 ち切 れ ない ま1,メ グ とい う肉
感的 で美 しい女性 と結婚す るが,ア ナ ブルの二度 目の結婚 の よ うに失 敗
す る。メグは レテ ィと対照的 な女性 で,ヴ ィーナス と言わ れ る。しか し,
彼女 は知 性が な く,結 婚 の初 め の頃は ジ ョージに頼 り切 っていて,母 親
として充 足 して いたが,だ んだん ジ ョージを支配 す るよ うに なる。ジ ョー
ジが 「メグは結婚 の闘争 に勝 ちつ1あ る」と言 うよ うに。彼 女は 「孔雀」
で は ないが,「駝 鳥」の羽根 のつ いた帽子 をかぶ ってい る と表 現 され,孔
雀 を連想 させ るので ある。 ジ ョージは レテ ィとメグを比ぺ る と後者 に物
足 りなさを感 じ,家 庭 をか え り見ず利己的 に なる。 そ して物 事に不信 感
を抱 き,軽 蔑 す る習慣 を持ち始 める。 レテ ィが人生 を常 に皮 肉 な 目で見
て いた のに似て い る。 ジ ョージは結 局 アル コール中毒に な って堕落 して
い く。 レテ ィと レズ リの結 婚生活 も,そ の不 幸 の質 は ジ ョー ジとメグに
似 て いて,夫 婦 は利己的 に な り,人 生 に空 しさを感 じるよ うに なる。 こ
の よ うに,結 婚 とい うものは,否 定 的に描 かれて い る。
ア ナプル とジ ョージの共 通点 として,二 人 の 肉体 の美 しさが挙げ られ
る。アナ ブルは"afine,powerfulform"を持 って いる。また彼 は,"some
maliciousPan"とも述べ られ てい る。一方,ジ ョー ジも第一 部 では 「田
園 の中 にい ると絵の よ うに美 しい」ので あ った。彼 に も"Pan"のよ うな
イ メージがあ り,二 人 は先 史時代 の英 雄の よ うで ある。
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だ が ロ レソスの心 の 中で は ア ナ ブル も ジ ョー ジ も肯定 は され な か っ
た。 それ ゆえ,ア ナプルは死に,ジ ョージは アル コール中毒 にな る。文
明の世界 で生 きるには二 人はふ さわ し くないの で あ り,新 た な生 き方 を
探究 しなければな らないのに,一 人 は野蛮 な ところがあ り,も う一人 は
金 に執着 してい くのであ る。アナ ブルは,「害 虫は 物を しゃべ る奴た ちだ」
と言 い,村 の人hに とって 「あ る種 の悪魔 」の よ うに思われ た。 彼 は 「全
ての文 明は毒hし い腐 った きの こだ」 と言 うが,ジ ョージの頽廃 した姿






妻に支配 され,文 明に汚されて しまった彼を 自然の美 しさは見捨てて
しまっている。「太陽光線は彼に触れ ようとしない」という表現は,第 一
部の冒頭で,ミ ルポン ドの岸の木hは 余 りに暗 くて太陽 と交ろ うとしな
い光景に似ている。ジ ョージもまた,シ リルと同 じくらい精神的に年老
いてしまったのである。












への関わ り方が異 なっていることは明白である。前者は 「追放をす る」
森を持ち,後者は 「招 き入れる」森である。コニーとメラーズにとって,
森は生命力を甦 らせ る場所であ り,文字通 りの楽園である。 コニーはラ
グビー邸 という牢獄から抜け出して,平和 と安息を森に求め,更にメラー




ネザー ミアの森 は,動 物や人間へのワナに満ち,不 協和音に満ちてい
て,自然は生物を拒絶する性質を半分持っている。ネザーミアの自然が,
『チャタレイ夫人の恋人』の森に変ずるまでに,ロ レソスは長い苦 しい
道程を経ねぽならなかった。シ リルがからすを見て 「苦 しい苦 しい戦い
だ」 と人生を思 っているように。
そ して,文 明の世界に生きる者にとって,そ こから逃避す ることは真
の平和につながらず,ま たいつまでも無垢でいることもで きず レティが
言っているように 「植物が花開 くためには死を知 らねばならない」ので
ある。森からの追 放は,死 を知って,い つかまた森へ帰ることを意味 し
ている。
注
① 倉 持 三郎 『D.H.ロレソ ス ー 小説 の 研究 』(荒竹 出 版,昭 和51年)の 第5章 「森



















DameSansMerci'か ら 多 大 な 教 示 を 得 た 。
OTheWhitePeacock,p.129.
●lbid.,p.41.
⑲lbid.,p.324.
●lbid.,p.260.
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